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２０ １８年６月１日   通巻 第３７７号東海大学付属高輪台高等学校・中等部　学校報 飛躍

５月３日の憲法記念日にちなみ、高校１年生を対象とした「憲法記念講演」が
本校アリーナで開催されました。恒例行事となっているこの講演は、ホームルー
ム活動の時間を延長して行われているもので、今年は４月２６日（木）に実施され
ました。講演では、弁護士の田畑智砂先生から、「基本的人権と子どもの人権救
済活動」というテーマで弁護士の仕事や人権についてのお話の後、いじめや虐
待、体罰などの被害に遭っている子どもたちの実情と「カリヨン子どもセンター」
の支援活動についてのビデオを交えながらお話しいただきました。今回の講演
を通して、生徒たちにとって改めて「人権とは何か」を考える機会になってくれれ
ばと思います。

僕は憲法記念講演を聞いて、人権はとても大切なも

のだと改めて考えさせられました。

人権はすべての人が生まれながらにして持っている

権利であるけれど、それが守られないような問題が発生

しているという話を聞いたり、映像を見たりしました。

いま日本では親による虐待や体罰などの暴力を受け

たり、インターネットやＳＮＳによる悪口を書き込まれたり

といったいじめを受けることがあります。近年、急激に発

達したインターネットは、便利で自分たちの身近なところ

に存在しているけれど、使い方を一歩間違えたりすると

とても大きな問題になってしまうので、自分も気をつけた

いと思いました。

人権というのは人間として生きるために最低限の権

利であって、当然守られなければならないものだと思

うので、自分も意識をしながら生活していこうと思いま

した。

1年2組　佐伯　賢吾

生まれながらに持っている権利

行き場のない子どもの居場所があること、人権が守ら

れていることがどれだけ大切なことなのか、この講演を通

して知った。私は普段、ご飯を作ってもらい、話を聞いて

もらい、いつも見守ってくれる親元で生活している。でも、

これは私にとっての当たり前でしかなかったのだな、と感

じた。毎日いやなことをされている人が予想以上にいた

ことを知り、私は幸せなんだと思えた。

もし人権がなかったら…。人間としての成長が得られ

づらくなるし、戦いや争いも絶えず、きっと生きていけな

いかもしれない。つまり、私たちの人生の始まりを保障し

てくれる、そんなかけがえのないものが「人権」なのでは

ないか。

全国民は人権を持っている。それは死ぬまでずっと

そうでなくてはならない。子どもシェルターの方は子ども

に勇気・希望・自信を教えてくれる人が多く、私もその人

たちみたいに多くの人たちを助けたいと思った。

1年7組　西田　結名

もし人権がなかったら

今回、たくさんの刺激を受けました。社会の授業で

習った「子どもの権利条約」では、生きる権利、育つ権

利、参加する権利、守られる権利の４つが定められてい

ます。今の私の生活では、これは当たり前になっていま

す。だからこそあまり身近に感じることができていません

でした。しかし、実際にあった話やビデオを通じて深く考

え直すことができました。

ネグレクトや虐待は決して起きてはいけないことです。

だけど助けを求めている子どもが毎日のように出てきて

しまっているのが事実です。ビデオを見て、どれだけ怖く

て苦しい思いをしているのか身に染みて感じることがで

きました。しかし、今は苦しい思いをして自分を見失いか

けている時でも、ひとりじゃないよと味方をしてくれるたく

さんの人がいます。これから、この世の中の誰もが「安心

して自信を持って自由に選べる」、そんな社会になって

ほしいなと心から思えました。

1年6組　伊藤　萌恵

「ひとりじゃないよ」の一言

今回の講演を聞いて、自立することの大切さ、難しさ

を感じた。

学校や家庭での問題で悩みを抱えている人たちを助

ける施設が全国にあることを知り、こういった施設がある

ことはすごく良いことだなと思った。それぞれの悩みなど

に対して、多くの施設があることでよりたくさんの人が自

分の夢に向かって生活できると思ったからだ。

２カ月間という限られた時間ではあるが、衣食住や金

銭の心配なく生活することができ、スタッフの方が相談

に乗ってくださったり、一人で休める個室を貸してくれた

り、家庭的な暮らしをさせてくれるというところがすごいと

思った。子どもシェルターがあることで、いろいろな悩みを

抱えている中高生などの生活が支えられるということは、

とても素晴らしいことだと思った。

今回の講演で、より理解が深まったこともあったのでよ

かった。

1年9組　松井　亮太

自立することの難しさ

憲法記念講演『基本的人権と子どもの人権救済活動』憲法記念講演『基本的人権と子どもの人権救済活動』 ＳＳＨ活動報告
Fusion フェスタ in 東京 2018（5月3日／日本科学未来館）などの出張科学教室に参加

ＳＳＨ活動速報

私はFusionフェスタにおいて「ＣＤホバークラフト」という実験を行ってきました。ホバークラフトとは、船体の
下から水面に空気を強く吹き付けて空気のクッションをつくり、船を支えて水面すれすれの高さで走る船のこと
をいいます。船と水の間に空気を入れることで摩擦を小さくしているという仕組みです。今回は子どもたちにわ
かりやすいよう、ＣＤとペットボトルのキャップ、風船、ストローを使用しました。ＣＤに好きな絵を描いてもらい、
好きな色の風船とストローを選び、自分だけのオリジナルＣＤホバークラフトを作成しました。
今回の感想として、思っていたよりも参加者が多かったことが一番の驚きでした。また、理科が好きな子がとて

も多く、嬉しかったです。普段なかなか子どもたちに何かを教えることはないので難しいこともたくさんありまし
たが、すごく貴重な体験をすることができました。

ＣＤホバークラフト 3年10組　加藤 愛

私たちの班では、ハノイの塔というパズルゲームを子どもたちに教えました。ハノイの塔はフランスの数学者
が１９世紀に発売したゲームが元になっていて、３カ所のうちの左端に積み重なった円盤を、ルールに従って移動
させるというゲームです。ｎ枚移動させるのに最低でも２ｎ－１回かかるという、数学的な要素があるパズルで
す。やってみると意外にも難しいパズルゲームですが、ヒントをあげながら回数を重ねていくと、スムーズに５、６
段を解いていくので、子どもたちの学習能力に驚かされました。しかも小学校４年生くらいの子から１年生くら
いの子まで幅広い子どもたちが解くことができていて、すごいと思いました。
子どもたちに科学的な内容を教えるには、普段のプレゼンテーションとはまた違った技術が必要で、自分たち

にとってもとても勉強になる一日でした。

ハノイの塔

５月  ７日　　アカデミックプレゼンテーション Ⅱ Giving reasons, agree/disagree with others, and making groups
５月  ７日　　課題実験 掛布智久先生（（公財）日本科学技術振興財団）による放射線についての講義と実習（全３回）
５月  ８日　　校外活動（湘南校舎見学） 高度物性評価施設の見学と小栗和也先生（東海大学教授）による特別講座（ＳＳＨクラス）
５月  ９日　　高校現代文明論 知的財産権教育の開始（全２回）
５月１４日　　アカデミックプレゼンテーション Ⅱ Strong arguments, sample debate, deciding debate arguments
５月１８日　　公共科学論 家庭科教員によるユニット授業「科学と生活と公共」の開始（全３回）
５月２１日　　アカデミックプレゼンテーション Ⅱ Using sources, research/collaboration time
５月２４日　　キャリア教育 加賀電子㈱による出前授業の実施（中等部2年）
５月２６日　　サイエンス基礎 日本科学未来館で学習した内容をまとめるプレゼンテーション
５月２８日　　アカデミックプレゼンテーション Ⅱ Attacking and defending, research/work time
５月２８日　　課題実験 個別実験（テーマ設定、先行研究調査）の開始（全３回）
５月２９日　　高校現代文明論 知的財産創造教育の開始（全２回）
５月３０日　　アカデミックプレゼンテーション Ⅰ ＣＬＩＬによるChemistryに関する英語での発表の開始（全８回）

3年10組　金田 拓馬

今回、われわれ物理化学部は、清正公大祭１日目の５月４日に高輪二本榎町会会館をお借りして実験教室を開
いてきました。毎年恒例となっている真空の実験と手作りホバークラフトの実演を行い、子どもたちをはじめとす
る地域のたくさんの方々に楽しんでもらえるものになりました。
また、会場では実験教室の他にミニラジオ局を設置し、われわれ物理化学部による放送も行いました。放送では主に
物理化学部とはどんな部活動なのか、どのような研究を行っているのかということを紹介しました。また、クイズなどを
挟むことで、聴いてくださっている皆さんにより物理化学部に興味を持っていただけるような放送になったと思います。
このプロジェクトは他の発表会などと比べ、特に地元の方々と触れ合える良いものだと思います。

実験教室とミニラジオ

いま、学びには「習得・活用・探究」という３つの段階があるといわれています。次期学習指導要領では「理
数探究」や「古典探究」といった新しい科目を導入することによる発展的な学習の実現が提唱されています
が、本校でも普通クラスを対象とした教科横断的な探究活動が今年度より始まっています。
各学級担任によるユニット学習では、身近な話題を科学的に分析する手法を体験したり、社会課題を解決

する方策を提案したりしながら、科学的な見方・考え方を身に付けていきます。もちろん、仮説の検証方法や
データの統計処理といった「サイエンスの約束事」についても、体系的に学んでいます。後期はグループに
分かれて、各教科から集められた総勢１８名の教員による指導・助言を受けながら、班ごとに設定したテーマ
についての理解を深めていく予定です。
ちなみに、「探求」（何かを探し求める）活動ではなく「探究」（物事の真理を究明する）活動ですので、お間
違えのないようご注意を！

3年10組　髙橋 凌眞

講座 Information 「探究活動Ⅰ」（2年普通クラス）

大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 核融合科学研究所（ＮＩＦＳ）が主催する体験型科学イベントで、ＳＳＨ委員が「ヤングサ

イエンティストによる企画展示」を、学校の地元で開催された町内会行事において物理化学部員が地域密着型の実験教室とミニラジオ

をそれぞれ担当しました。当日は大型連休中ということもあって、どちらの会場もたくさんの家族連れでにぎわいましたが、子どもたちに科

学の面白さを十分に伝えることができました。


